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北　米　族　行

山　本　　一　清

記

　　　　　　　　　　　　　　　（1）

　第五回太z’1ミ洋學術會議（Fif亡h　I）acific　Science　Congress）へ我が日本からの代

表として出張すべく二品研究砥山で自分が選ばれたのは去る三月24日であっ

た．それから急に種々の準備をしたが，四月20日目なって，外務省から公用

山回が下附され，同30Eiには，東京一一橋の學士會館で，學研議長櫻井博士主

催の日本代表逡別宴があり，其の後，まもなく15人の代表たちは便宜の船に

乗って大不洋を越えられた．自分は始め五月12日頃に横濱を出帆する筈の

M．B．K．の箱根山丸に便乗する豫定であったので，五月9日の夜に京都を立っ

て，まつ東京へ着いたが，船のスケデユルが急に邊れる報知を受けたので，

止むなく，13日午後2時横濱出帆のA．M．汽船President　Clevelandに乗り込

んだ．乗って見ると，圖らすも，同じ京都大學から同じ學術台臨に代表とし

て出席する地質學者富山次郎博士が乗ってゐられたので，相共に大喜び，倫

ほ，出帆後，此の船には東京の三業家三崎氏も乗船してゐられることが知れ

たので，欧米人30人，支那人12人，ブイリツピン人1人の中へ，日本人が3人

一こ口3人は何れも皆始めから『自分は唯凋りの日本人客かも知れない』と

畳減して，多少の心細さを感じてみたのだから，意外の喜びと心弧さを語り

合った．

　船は16000トンの1巨船なので，横濱出帆後の一一r日日僅かばかりのゆれを感じ

た外，彼地に着くまで前後約10日の航海は，誠に二二な波の上であった．天

氣は，曇りや霧の日が多く，星も太陽も殆んど見えなかったので，別に，興

味を以って糊望するほどの現象も無かつft．樂しみにしてるた線尖光さへ，

一回も見えなかった．それで，短日，夜は早く就寝し，朝は朝ね坊をすると

いふ呑氣な生活で，只，書の闇は，X物や雑誌を讃む以外に，學術會議のプ

ログラムを研究したり，公私文書を整理したり，二つ三つ彼地で焚表したい

論文の準備をしたり，原稿を練ったりした．太陽活動や，流星や，幕末天文
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史などの論文内寡を再調したり，計算をやり直したり，途には，三朝後の秋

の廣鳥での諸會合に護む文の想を考へたりした．一一こんな有様で，いくら

か忙はしくもあり，又，心の落付きもなかったので，不本意にも手紙を書か

す，叉，新しい原稿も怠けて了つた．

　五月十八日には大洋の中で日附攣更線を通過したため，同じHを今一度
‘‘

leridian　Day”と

して逡引した・

　船は，急ぎの商品

をドツサリ積んでみ

るとかで，始めから

速度は毎時20マイル
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ゾンクiゾ島の南端，ギクトリや市附近地圖

一日早くプログラム

が進められて，五月

21日の夜にJuan　de

Fuca海挾に入り，

翌日早曉Victoria港

外に假泊，まもなく

Pilotが乗り込んで，

桧疫を受けてみる間

に船はVictoria港に

着．移民官や税關の

手績きを終り，棋山

野と自分とは無事上

陸．棋山氏はEm－

press　Hotelへ，自分

は十年前お馴染みの
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Dominion　Hotelに宿？1∫1することに定めた．

　　　　　　　　　　　　　　　　（2）

　學野鴨議は六月1日から開かれるので，こsに一週聞以上の除裕があった．

そこで，兎に角，天文学の態知に會はうと思ひ，Victor｛a到着の日，直ぐに憂

長J。s．1’1　i．　skett博士1こ手紙を書き，來意を通じた．會議のプログラムに稼1τ

ばこんどの會議の天文諜長はPlaskett博十なのだから，公私町方の意味に於

いて同博一ltと連絡して置くことは必要であった．五月23日朝，　Piaskett憂長

はホテルに自分を來訪せられたので，折から來合はせてるた岬山教授にも紹

介し，翌日から毎日，豪長か又は塵員の誰かの自動車で天文毫を訪ねること

にした．

　Victoriaの天文憂は1正式には　Domhion　Astrophysical　Observatoryと呼

び，1913年に計劃され，1918年落成したものであって，口径183糎の大反射鏡

赤道儀を唯一の器械として，創立以來，專ら恒星界の研究をやってみる．職

員は，現在，

　垂　　　 長　　　　　J・s・Plaskett

　塁　　員　　　W．E，　Hatper，∫．　A．　Pearse，　C．　S．　Beals，　E　S．　Hogg，　M：rs．耳ogg．

　計算係　　S・N・Hill，　秘書　Miss　Blake　園丁　某

　こうして，小ちんまゆとした良い天文憂である．揚所はVictoriaの市街を

北へ10哩ばかり離れたLittle　Saanich　Mountainとv・ふ高さ200米の丘上で，

晴れ．た日にはVictoria市の内外は言ふに及ばす，　Juan　de　Fuca海峡を越え

て，白雪を頂くOlympic　Mountain等の山々も見える．

　五月申，自分は殆んど毎日この天文憂に通った．往復は常にBeals氏やHill

氏の車に乗せられた，天分壼では．岡書室で，新着雑誌や諸報告を見たが，

特に北米に於ける最近十年間の天文望遠鏡や爲眞レンズの研究，昨1932年末

の獅子座流星群の観測綜合，恒星スペク5ル分類法の趨勢等に時間を費した．

共の間に，時々，藁長やHarper，　Hogg夫妻等の鰍待を受け，　Beals氏には

測微光度計其の他の新設備を見せられ，計算：者S．N．　Hill氏とは，一夕，支

那問題を論じた・一一ノンビリと，誠に落ち付いた（殊に，後日，會議が始ま

ってからの多忙な日々と封比して）愉快と幸輻に恵まれた日の連績であった．
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（5）

　　∫uan　de　Fuca海峡あたり記臆

　ギクトリヤに滞在中の，早取會議

開丹前十Elばかりは，侮日が實に樂

しい生活であった．天文藁では星を

樂し．み，宿へ蹄ってからは，；在住日

本人の方々と親しく交った．

　五月29日（月晴1）午後3時から，天文

塵の圃書窒では例週のColloquium

が開かれ，自分は肇長のすNめによ

って，日本の天文學界の話を2時間

ばかりもやった．後には種々の質問

などが出て，愉快であった。

　在島日本人の老人から青年少年ま

で，男にも女に二も，度々會’つたカ㍉

始終熱心に世話をして下さった小倉

牧師夫妻には，感謝の語が無いぼど

である。市の内外の散策，殊に，五

月31H，午前中からMalahat方面へ

のドラaヴ，：Esquimalt軍港見物，それから市内へ三って，　Oriental　Homeと

Miss　Martinの貴V・事：業の下五等は忘れられぬものであった．其の他，日曜や

其のほかの日，第二世の青年たちや日本語下校生徒たちに幾回も接近したこ

とは珍らしい経験となった．

　五月27日，此の日は自分の誕生日であるが，恰も此の日，米國のシカゴ大

博覧會が開會式を纂薄し，ヰクトリや時刻の午後5時から，Arcturus星の光り

によりスヰツチを切る儀式が放途されるといふ此の事は，自分が船中に見た

一雑誌の記事で知ってみたので，此の面識い四脚事を，搾り静かに樂しむべ

く，午後5時，小倉氏宅のパ1うけこ馳けつけた．シカゴ市は今から了荘に40年

以前即ち1893年にCofhmbia　Exp6sitionとv・ふ大博覧會を：開v・たことがある

ので，今年の大博覧會は實に40年振りのものである．故に今回の開會式には
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光達距離40年目Ardurus月星（牧夫座Ct星）の光線をフォトセルによって電流

に壁へ，そオしで，開扉のスヰツチを切るといふゾログラムを，ヤ1キ1ス天

文峯長Frost氏が提案したのである．　t一一放選に聞き入ってみると，Arcturus

の観測のためには，萬金を期して，Harvardと，　Pittsburghと，　Urbana（111．｝

と，Yerkes（Williams　Bay，　Wis・）と，4ヶ所の天文憂の，それぞれの大望遠鏡

の十X・IMv部に光電管が取りつけられ，共れからシカゴ博覧會のHalbf　Science

に設けられた式揚まで電線で連絡された．そして，．先づ・Frost博・七が立って

此の儀式の「宇宙観1愈義」をil尭明講演し次いでPlanetarium部長Fox博士が

Harvard，1’ittsburgh，　Urbana，　Yerkesの順番に，各天文塵を呼び出し，星より

の光電流を迭らせたのであって，幸ぴに此の日は各地の天功が好かったため

式は多大の成功を納めte．殊に，肖分にとっては，既知Frost，　Fox南氏の肉

聲を，實に十年ぶりに聞くことが出軍，猫りで胸を跳らせた！

　　　　　　　　　　　　　　　　（4）

　平町會議は六月初から開かれるので，自分は五月31日にDominionを引き

彿って，1己mpress　Hotelに移った．　H本からの代表同僚や諸外囲からの代表

も早世んど縛て此の日には同じHotelに到着され，　Hotelの内外は急に倉議

の空氣が濃厚となった．會議の事務所も開かれた．そこでRegister其の他の

　　　　　　　　　　　　　　届出等を運んだ．

S・ianiclt牛島」

　愈々六月1日午前9時，Hotelの大舞踏楊に

於いて開會式が行はれた．まつ，今回の會議

の議長であるH．M．　Tory博士（カナダ

ブチヤ1ト花園
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National　Research　Councilの議長）の開會の僻あり，次で，　British　Columbia

州の知事J．w．　F．Jc）hnson氏の睨辞，それから，日英米佛蘭等の國々の代表

者の挨拶があった・i旺午は，ホテル内で，州蹉隠、k催の午餐會，午後は代表者

一・ ｯがバスに分乗して，まつSaanish丘上の犬文臣を参加し，次で，有名な

Butchart花園を参観，夕刻蹄宿した．夜は評議員會．

　六月2日．午前中は事務縮會と常務委員會・jE午にはギクトリや市主催の午

細切．午後には日本代表のため，画帖校で漱迎會があった．

v『ご秘難六・E］3H’午前9時から細

　　　　　船中よリナナイモを見る

　六月4日（日曜）．此の日は會議全艦が

VictoriaからVancouverへ移る日である・

朝一同荷物をまとめ，午前9時，特装された

C．P．R．汽船Princess　Louiseに乗り込んで

Victoria出帆・海の景色を賞しつN，午後3

時Nanaimoに寄港．一k陸して，一部は生

物研究所を滲槻したが，自分等はバスで

Cameron湖昨を越へ，　Cathedral　Grovcの

大森林ヘドライヴした．

　午後5時，呼び船に乗り，Nanalmo川1帆，

船ll」で晩餐を取り，8時過ぎ，

1－lotel　Vancouverに人つた．

　　　　　　　　　　　　　　　（5）

　六月5日から同14日までは

Symposium，第一・部は森林學，

第二部は農學．午後は3時から知

事官邸で園照臨，夜は7時から

ホテルで大晩餐會F一　一ijクトリ

ヤに於ける最後の大プロであっ

た．

　　　　　　　カセドラルグロ1ヴの森林

電飾1こかY“やいたVancouverに清，直ちに

Ht｝tel　Vancouver内で，會議は最も兎要な學術
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論文槍討其の他のプログラムに入る・

　第　1部
　Al．天　　丈　　學

　A2，測地學と地理學

　A3・地質學と艦物資源

　A4．　；氣象學と地磁氣學

　A5・海　　洋　　學

　A6・無　　線　　學

　A7・地震學と火山學

第　2部
　ISI・農　　　　學

　B2・人　　類　　學

　B3・動物病理學
　Bt・植物學と植物病理學

　Is・「・昆　鵡　學

　B6．漁　　掛　　學

　B7・森　　林　　學

　B8・公衆衛　生
　B9．動　　物　　學

各分科は

科長
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E・A・Bruce氏

A・H，Hutchinson氏

G・∫，Spencer氏

R．E．　F6rster氏

P．Z．　Caverlエill．氏

”　　W・A・Cieinens氏

こういふ風に各通科について研究討議が行はれたほか，

Symposiumとして，

　　Congress　Symposium第1回〔前揚六月3日午前9時〕

　　　，，　　　，，　　第2回〔六月5日午前9時〕

　　　，，　　　，，　　　第3回〔，，　7日　，，

　　　，，　　　　，，　　　　第4回〔，，　9日　　，，

　　　，，　　　，，　　第5回〔”10日　，，

　　　，，　　　，，　　第6回〔”12日　，，

各部のSymposiumとして

　　第1部Symposium〔六月6日午前9時〕

　　第2音K　　　　，，　　　　　〔，，　　8日　　　　，，　　〕

〕
〕
〕
〕

又，通俗講演として，一般砒會人士の公開のものは，

　　Populac　r　Lecture第1回〔六刀8日午後8時〕A・S．　Eve氏，“Cycles　In　Nature　and

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Human　Aff”airs．”

　　　，，　　　，，　　　第；2回〔，，12日　　，，　〕A．LDay氏，．‘‘Yellowstone　National

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I’ark．”

　　　，，　　”　　臨時〔，，130午前11時〕D・Blacl（氏“1）eldng　Man，，
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尚ほ，上述の外，下の二件は學術上露だ興味深いものであった．

　　六月5日午前10時，英京LonclonよりR・yal　S〔♪ciety會長Rutherf（）rd卿と本會

　　長T・ry氏との會話挨拶放途

　　六月6，7，8日の午後，ワシントン大學研究船Catalyst滲襯・

代員たちのための饗慮としては

　　六月1日正午．Empress　Hotclにて　B・C・州主催の午餐會・

　　，，2日，t　　，，　　　　　　　Victoria市主催の午餐會・

　　，，3日午後3時B・C・州知事’fftllS　ecて園遊會・

六月5日正午
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B・C・大學にて

2日　，，8時

4日全日

5日午後4時

7日午後2時

8日午後4時牛

9日遅，，　，，

10日午後2時

ll日，，1時より

貿易協會主催の午餐會．

カナダ婦人クラブ主催の午餐會（婦人

に限る）

RQtary　Club圭催の午餐會・

婦人のための午餐會（婦人に限る）

Kiwani　Club主催の午餐會

帝國婦入義勇團圭催の午餐會（婦人ec

限る）

日本人會圭催の漱迎會（日本代表のた

め）

カナダClub主催の午餐會

大魚婦人クラブ主催の午餐會（婦人に

限る）

Vanc・uver市民有志主催の晩餐會

Japan　Society圭催の午餐會（．日本代

表のため）

大學記念祝會

Victoria天文塁及びButchart　Gardenへ

州議院内のProvincial　Archives岱

S．S．　Princess　LOuise　eこて

Vancouver市内Little　Mountain及び住宅匪域へ

C．P，　R．肚の厚意にてVanα）uver港の見學

Stanlcy　Parkヘドライヅ

北部海岸ドライヴ

Capilano　Canアon及びGrouse　Mountainヘドライウ“

U・S，S・Co・の厚意にてHowe　Soundへ週航
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t1

12日，，。　海岸をドライヴ．してCan．　W・st。　LUml・e・C・．工場へ

B日午後3時　B・C・入口へ

14El夜」：　”17Hまで　C・n頑…R・ckl・・’〉族行

　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）

　太7ド洋弓二二議の天文部は，J．　S．　Plaskett博士を部長と．し，　C．　S．　Beals氏

を幹事として，次の五回にわた桝Ho亡el　Vemlcotlverゐ第112垂泣で部會が開

會された。

　第1回部會（天交茅部氣象學部及び地磁氣學部の聯合部會）六月5日午後2時・座長

　　　　　　E・1’1．Bowie氏

論文　1・W・S・Adams氏，　The　sun　as　a　vat’iable　star（門門としての我が太陽）・

”　　2・C・G．Abbot氏，　SinithsoniarL　1’esearcl’les　on　solor　zladiation（太陽輻射に關

　　　　　するスミソン一院の研究）．一一W．E．　Harper氏代讃。

”　　3．J．　Patterson氏，　Solar　activitダand　ter／vestrial　inagnetisin（太陽活動．と地磁

　　　　　氣）．

。　4．．E．　P・ttit氏，　Ult・a一・i・1・t・・hr　radiati・・（太陽の紫外輻射線）一W．　S．

　　　　　Adams氏代馬・

討論　　　出本．一清氏，On　the　index　of　solar　activi’ty．（太陽活動の指数につv・て）

　第2回部會　（天丈學部及び無線學部の聯合部門）　六月6日午後2時　座長Frigon氏

論丈L．A・S・Eve氏，　R・vi・w・n　d・termi・ati・ns・f・1〈・n「i・Ily－H・・vi・id・1・y・・s・（ケ

　　　　　ネリ1・ヘビサイド暦の高さの決定法逓覧）

”　　2・’H・．T・Stetson氏，　Radio　reception　and　the　slln－spot　cycie・（無線電話電信

　　　　　と太陽黒黒占週期）一∫・S・1）iaskett氏代讃・

，，　3．　C．　S．　Beals　K，　Atidibility　of　the　aurora　and　its　appearance　at　low　atmos－

　　　　　phe「ic　levels・（オ1ロ1うの可嘉｛性と，低空に於ける串現）．

　第5園部會　（純天聴學論文）六月8日午後2時　　座長R・G・Aitken氏

論丈　　1．　P．W．．MerriU氏，　The　distribution　in　spectral　type　and　galactic　position

　　　　　of　sta「s　wlth．atmosPhe「es　c，f　91・wing　hydr・9en・（螢光水素の大氣を含有す

　　　　　る恒星の分光型及び銀河座標の分布）一W・S・Adams氏代讃・

，，　　2．　W．S．　Adains氏，　Observation　of　the　oxアgeh　bands　in　the　atmosphere　of

　　　　　Mars．（火星の大氣中の酸素帯の観測）

，，　　3。　C・S・Beals氏，　The　classificat丘on　of　NVolf一Raアet　stars・（ヲノレフ・ライエ

　　　　　星の分類）

，，　4。J．　s．1）laskett，及J．　A．　Pear¢e爾氏，　An　analysis　of　the　motions　of　849

　　　　　Class　O　to　B7　stars・（849個の0乃至B7型星の分析）
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，，　5．W．　E．　Harper氏，　Systematic　velocity　differences　at　Victnria．（ヰクトリヤ

　　　　天文墓で観測せる系統的覗線速度差）

，，　6・山本一清氏，01｝servatiolls・f　Leonid　meteors　ill　Jfipan・（日本に於ける獅子

　　　　座流星群の槻測）

　第4回分科會　　六月9日午後2時（回天丈毫の状況報告）　座長J．s．　Piaskett氏

言禽3ぐ　L　　lllJ4g－2青氏，　On　t］le　astronomical　topics　in　the　Pacifie　Sciences　Congresses・

　　　　（太卒洋學術會議に於ける天文論題について）
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4．

W3・Rimmer氏，　Australiaの諸天文蜜一W・E・HarPer氏代讃・

塩山信氏，日本の諸天交毫一虫合一清氏代誼

W・S・Adams氏，　Mt・XVi］，son　Observatory（ヰルソン山天丈蘂）・

R・G・Aitken氏，　Lick　Ol）servatory（リク天文塁）．

J．S．　plaskett」氏，　DorDillion　Astrophyslcal　Ohservatory，　Victoria．（ギクト

リや天文蜜）・

　　（心際二度観測）　六月12日午後8時　　座長J・S・1》la・kett氏

R・M，Stewart氏，　The　northern　belt　of　international工ongitudes。（國際纏

度観測の北部帯）・

M・1）errier側扁，　Plans　for　the　next　international　Iongitude　campaign・（次

の國際纒度観測計書）．

C・C・Smith氏，　Velocity　of　radio　signals　in　the　Ig26　internationa1　longi－

tude　operations．（1926年の國際経度観測に於ける無線信號の速度）

早乙女清房氏，The　earthquakes　and　their　effects〔m　clocks・（地震が時計

に及ぼす影響）一別本一清氏代誼・

山7N一清氏，　On　the　importance　of　the　topic　and　oll　tlle　plan　at　I〈wasan

Observatorア．（圭題の重要性と花ril天寿塁に於ける計書）・

倫ほ，此のほか，測地學其の他の部會に於いて，多少天文山武の論文が讃ま

れたやうであるが，自分猫りでは，忙はしくて，其れ等に出席は出來なかっ

た．只，六月6日午後2時よりの測地戸部會には，かねて依頼を受けてみたた

め，暫く天文部會から中座して，こちらへ出席し，

　橋元昌莫氏，Wireless　longitude　observatiens　in　Japan（日本に於ける無線脛度槻測）

　　　　　　　一一1勤本一清田代讃

を代讃した．

　他の部會も同様であったが，天文面部に於いても，正式の代表は可なりに

少なかった．天文家としては，米國ヰルソン山天文毫長W・S，Adams氏，同
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じくリク天文豪長R・G．Aitken氏，　H本からは自分，此れだけがし韻塞代表「

であったから，「｛三人側のカナダの罪クトリや天文塵からはJ，s．　Phskett寮長

を始めとし，W．　E・Harper氏，　C・S・Beals氏，　F・S・Ho駅氏夫妻等が出

席して，會を賑はしてみた．しかし，傍癩者は常に多かった．心意者と言っ

てもそれは天文以外の代表i員だとか，カナダの諸所の高等專門學校や大霜等

の理科學教師たちが‘ヒなるものであって，新聞記者も二三人は見えてみたが，

とにかく，天文學部は，論文題目などに人々の興味をそNるものが一般に多

いものだから，（第充回の，國際経度槻測の部會にすら，）意外と思はれるまで

に豊界俗界からの出卜者で賑はつた．（他の部會には，傍流者を入れても筒ほ，

四五人に過ぎないものがあった・）

　　　　　　　　　　　　　　　（7）

　太ZF洋弓術會議は，豫定の如く六月14日を以って終了した．最後の日（14

日）の夕刻，Ho亡el　Vancouverの大食堂でL別れの三夜會■が開かれたが，其の

二三日前から既に各部の代表者たちの中には，他の要務其の他のため，退去

する人があって，回議全腿の二分は『もはやクラィマクスは二三去った」とい

ふ淋しさの感じが伺はれた．自分も，19日からの米國シカゴ市に於ける弓術

會合のプログラムが氣に力状って，成るべく早く彼地に着きたい心があった

ため，14日のL大夜會「は割愛して，其の日の午後2時45分，Canadian　Paci丘c

RR．の急行“Soo－DQminion”列車に乗って，　Vancouverを｛llitした・一

列車中には，恰も同じ太李洋画術會議にPbilippineから代表として出席した

Kepetti師が乗ってゐられたため，良い道連れを喜び合ったが，しかし，一

般に乗客は極めて少数で，其のため，かへって，汽車が提供するあらゆるサ

1ヰスを100％以上に享捜することが出來たのは，幸ぴであった，

　汽車はVancouverを出雲した翌日の朝早くロキ1山脹の奥深く分け入り，

午後に至るまで，有名なCanRdian　Rockiesの，限も醒めるやうな美景を窓

外に逡迎した．大小氷河の副官は，十年前，歓洲スヰスの本揚で一通り以上

見たのであるし，又，氷河の學理や鑑別等については，ツイ昨日までの學術

會議を機縁として，專門の地質端者たちから多少の豫備知識を獲てみたホヤ
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ホヤの自分ではあったが，さて妓に，言語に絶した氷河の實暴を眼のあたり

騨讐継。　　　　　　　見て，今更ながらた白然のメカニズムの雄大

　　　ロ　キ　1山中

後4時45分，一それから後は，山の景色が刻々に去り行き，大陸の下原が之れ

に代って，甚だ輩調となって了つた．と同時に，いつの闇にか，長く身瞬に

馴れた冷涼の氣候から，にはかに暑熱のilt界へ運ばれて來たことを感じた．

　六月16日早朝にMoose　Jawを過ぎ，午後1時10分Norしh　Porta1着：．こsで

愈々カナダと米國との境界を越え，時刻も亦Mountain　TimeからCentral

Timeに攣：更，2時50分にN．1）．州Portal騨を出面した．此の日の暑さは酷

烈を極め，午後には104。Fとなったと，地方新聞は報じてみた．

　六月17日朝，6時55分MinneapOlisを通過，7時35分St．　Paul滞．自分は此

所に一旦下車．かねての計劃により，Minnesota大山天文礒にw．　J．　Luyten

教授を訪ね，爾ほ序でがあれば，North側d市のCarlton　CollegeにGoodsell

天文姦を訪ねたいと思ひ，取敢へす，ステシヨンから　Luyten氏宅へ電話を

かけたところ，Summer　Schoo1のためCampu｛へ行って不在との返事に可な

り失望し，それに，暑さに閉ロし，急：に既定を饗更，今乗った’列車に叉乗り

ついで，一路シカゴへ向ふことにした．汽車は，こNで70分間停車してみた

のである．

　汽車はヰスコンシンの廣野を走る．午後3時’ドMadiso11市と共の湖畔を通

なのを感ずると共に，スヰスに比し，此の

（’anadi：ul　Rockiesが少しも見劣りび）しない

ことを心見し，カナダ人1：が時々誇らしげに

Lスヰスへ行くには及ばない美槻コと呼ぶ眞意

も了解し得たわけである．氷河の由々の景の

ll暫でも，　Glacierあたりから，分水嶺を越え

て，Castlc　M岨11t窺inあたり；それからBan　ff

の騨に届くまでは，珍奇なlllと水の景を汽車

の一側の窓から眺めるのに忙はしかった．

　Ban仔通過が午後2時25分，　Calgary騨が午
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過・丁度十年前の春の一一日，英予と共にXVilliams　Bayから招かれて此の美

しい學都に」．Stebbins教授と共の天文豪を訪ねたたことを想ひ起した．午後

5時頃，Beloit附近を走る車の中から東を見て，　Yerkes天文豪の大ド1ムが

見えないものかと焦ったが，見えなかった．

　午後7時05分，シカゴN．W．停車揚に着．直ちにタクシを雇って，　E・36　th

Str．のJ．　Y．　M，　c．1．に島津氏を訪ね，暫く御厄介になることにした・

　　　　　　　　　　　　　　　（8）

　シカゴの市は，今，世界大博覧會の開會中で，書夜の匪別なく賑はつてみ

る．全米の人々は，極端なDepressionの世の中に，此の大博覧會を支持慮援

して，線ての人が必らす一度はシカゴを訪れ，シカゴ市を賑はし，其の博覧

會を景氣附け，びいては國全龍の景氣を盛り返さうとつとめてみる．19日か

ら開かれるA．A．A．S・の會合も，勿論，此の大計劃の一つであるのだが，五

千や八千の人々が集る會合は，絶えず此のシカゴ市の此所彼所で今開かれて

るるので，空前の点滅も，大して杜會の注意を呼んでみないらしく見える！

　　　　　　　　　　シカゴのプラネ．タリウム

　白分がシカゴへ着いた翌18Hは挙挙Hなので，まつシカゴ市内の現況を見

るため，朝から宿を川で，第12衛のiE門から大博覧會に入揚，構内を歩きま

はるうち，かねての憧れのプラネタリウムを訪れた．アワよくば館長Pl）．　Fox

．押上に久しぶりで會ひたいと思ったのが，幸ひに成功し，大きい手で迎えら
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れたばかりでなく，館の内外の，未だ一般に開いてみないMuseumの中まで

見せられ，それから，導かれるがまWこ，大ド1ム内の有名な投影機の下に

席を與へられ，一般忌寸者が聞く通俗講義を約一・一■時法傍聴した．

　ツァイス製の此のプラネタリウムといふものは，十年前の自分の外遊中に

は，ドイツにさへ無かったものであるが，1925－6年頃から急にドイツの各都

市に作られ，其の後，外の國にも紹介されて，歓洲では・ド1ン，ロ1マ，モ

スクワ等に，叉，米紙では此のシカゴに作られた．元三，昔から言ひ古され

てみるPlanetariumとbふ語は，　L遊星儀コと課すべきもので，太陽をめぐる

昏遊星の運行を模型にしたもの，即ち，正確には，東京の五二氏が持ってる

られるものが本統のLプラネタリウム「なのである．猫國ツアィス乱淫で1925

年以來作り始めたものは，要するに非常に複雑な幻燈器なのであって，遊星

ばかりでなく，多くの恒星と二等の運動を：も映窮し，全禮の機構が，大に，

雄且つ正確精密に出來てるる．全く，傳統を忘れたしモダン型「である．この

新型プラネタリウムを我が日本へ最初に紹介説明したのは自分であってL天

界「第74號と，科學知識第　號とに記述したことがある．こうして，構造と

其の原理を自分は既に熟知してみるのであるが，共の二物を見るのは此の日

が始めてだとは，誠に奇妙な因縁と言はねばならない．

　シカゴの此のプラネタリウムは，一通り其の實物と使用ぶりとを見て，す

っかり感服して了つた．今までは，時々，人から，L二輪萬の費用をかけて，天

爵運行の模型を見るよりも，やはり，望遠鏡により天艦の三景を見る方が好

いじゃなv・か11「といふ批評を聞かされる言合に，自分も可なり共の意見に

共鳴してみたものであった．しかるに，こんど，プラネタリウムを眼のあた

りに見て，其のスバラシイ能力を知るに及び，上蓮の批評は輩に机上の論に

過さないものであることを畳えた．何しろ，複羅なスヰツチ板を開閉するこ

とによって，揚所や季節の如何を問はす，眼に見えるあらゆる天象を，過去

未來共に幾百年前後にわたって，表はすことが出血るのたから，學俗の別な

く，洩れを驚嘆するのは尤もな話である．

　此の日を始め，七月巾頃までのシカゴ市滞在中，自分は大博覧會に幾度と
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なく入揚した．そして，‘‘Century　of　Progress”とV・ふ名に鷹はしい陳列館

の敷々を見た．中にも，理學館，電氣館，交通館等は，誰でもの心を惹きつ

ける内容を十分に持ってるたと言って好V・．其の他，あらゆる廣告，新案，

娯樂等々が，新しく湖岸を埋め立てた長さ9マイルの地積に配置され，書夜を

問はす，老若男女を呑吐してみる有様は，今の世に，誠に珍らしい不景氣知

らすの歌景であった・（績⇔

×　　　×　　　×　　　×　　　x　　　x

天目劉が新装する！！

　L近v・將來「に，我が天界は，其の内容も，外観も，すっかり攣った姿で皆

様の眼前に現はれます．傳統は，趣味と，研究と，爾みちかけた行き方に，

攣りは勿論ありませんが，『それが，どうして此んな風に攣り得たか？」とす

べての會員や讃者を驚かせるでせう．會長の洋行みやげとも考へられるので

す．

　一般からの御投稿も，もちろん，歓迎します．論文や，研究は言ふに及ぱ

す，新しく質疑鷹答の瀾や，観測手引き，新刊の紹介解論等／t・．之れ等は星

を趣味とする人々のため1又，内外の學界の滑息や，時事，諸方の研究の総

括や，一覧類など，之れ等は主として学究者のため．

　とにかく，大に待望して頂きたい・［編輯］

　　　　　　　　　天界の編輯規定

○なるべく原稿用紙に，左横がきに書くこと．

C句譲黒馬は，日本式の。や、（・cせす，ロマ字α）．

○字数は　ポイント活字ならば　　　　一頁　28行，

　　　　　6號活字で一段組みならば　同　　37行，

　　　　　同　　　　二段組みならば　　同　　86行，

○〆切は毎月月末

；等とすること。

雪行　34字，

同　　40字，

同　　！9字，


